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１深刻化する本市においての
高齢化社会を地域で支えるに
は 
 
【質問趣旨】 
団塊の世代が後期高齢者と

なるいわゆる２０２５年問題
といわれた２０２５年を過
ぎ、本市においても高齢化の
進行は急速であり、２０４０
年には市民の約４割が高齢者
となる見込みである。今後は
認知症高齢者の増加、介護人
材不足、独居世帯の増加など
が同時に生じ、地域で支えあ
う体制の維持が大きな課題と
なっている。そういった中、
これまで地域において見守
り、防災防犯、福祉活動の中
核を担ってきた自治会の加入
率が年々低下し、６０％を下
回る連区も散見される。共働
き世帯の増加による若年層の
地域離れ、役員を担うことが
困難な高齢者の増加など理由
は様々であるが、地域の繋が
りが希薄になっていくことは
明白である。これは介護予防
や認知症予防、孤独防止とい
った「地域包括ケア」の基盤
を揺るがすものであり、放置
すれば地域福祉の崩壊を↓
い。↓ 
 
 
 
 
 
 
 

（１)高齢者福祉施策の今

後について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①本市では第９期瀬戸市高齢者総合計画を基に様々な事業を展開しているが、高齢者
福祉の社会的使命として、地域包括ケアシステムの深化、推進がある。本市の地域包
括ケアシステムについての課題と展望を伺う。 
 
②今後はさらに独居高齢者や認知症高齢者の増加が見込まれ、見守りや緊急対応の 
仕組みを一層強化する必要がある。財源不足、人材不足が深刻化する中、地域住民が
介護や生活支援により多く参画する仕組みを設ける必要性について見解を伺う。 
 
③増えていく独居高齢者や認知症高齢者に対応する体制をどの様に整備していくのか
伺う。 
 
④７０歳までの就業確保が事業主の努力義務とされ、高齢者が経験や知識・技能を活
かして生きがい持って社会参加できる流れである。今後は介護予防事業の拡大で７０
歳を超えても益々元気な高齢者が地域で増えることが予想され、この方々が地域で就
業や有償ボランティアで活躍していただくことは、地域課題の解消や、本市が目指す
「高齢者が生きがいを持って安心して暮らせる社会の実現」にも繋がっていくと考え
るが見解を伺う。 
 

⑤介護予防、健康増進といった高齢者福祉施策を地域で効率的に進めていくために行

政が自治会機能を「地域福祉組織」として再定義し、自治会の維持強化を地域と協働

で図っていくべきと考えるが見解を伺う。 

 

⑥これからの地域福祉を進めていく場合、行政においても高齢者福祉課とコミュニテ

ィ推進課が連携を図り、小項目⑤を推進し、実現していくべきと考えるが見解を伺う。 
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招きかねない。 

それを未然に防ぐため、まち

づくり支援事業と高齢者福祉施

策を連動させる仕組みを政策的

に構築していくべきと考え、その

ために欠かすことのできない、地

域の核となる自治会の今後につ

いて伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自治会の現状と課

題について 

 

 

 

 ①本市において自治会加入率の低下が進む中、中項目（１）で挙げた介護支援体制の確 

 立やまちづくりの観点からも自治会といった地域団体の維持が不可欠である。自治会の 

加入促進を本市の重点施策として位置づけるべきと考えるが見解を伺う。 

 

 ②若い世帯の自治会離れの要因の１つに各種の募金や広報回覧、役を担えば集金や会議 

 出席などの負担が上げられる。自治会からの意見として本市も認識していると推察する 

 が、この現状についての認識と対策を検討しているのか伺う。 

 

 ③高齢者、特に独居高齢者は自治会（町内会）の役が負担になり、その組すべてが脱会 

するというケースもある。これは自治会加入の低下のみならず、高齢者地域福祉の観点

からも看過できない状況であると考えるが見解を伺う。 

 

 ④自治会活動の効果を可視化し、防災防犯活動、見守り活動、お祭りの運営など「自治 

 会加入は地域の資産形成」といった意義を広報や SNS 等で分かりやすく、特に子育て世 

代に発信していくべきと考えるが見解を伺う。 

 

 ⑤ＬＩＮＥ公式アカウントに自治会メニューを追加して利便性向上を図ったり、加入者 

 に防災用品配布及び子育て応援ポイントや６５歳以上で運転免許証を有していない加 

入者にコミュニティバス無料パスを付与するなどのインセンティブを行政が支援する 

ことで加入促進が図られると考えるが見解を伺う。 
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（３）自治会の今後について 

 

①各連区に存在する自治会という組織は今後の地域福祉の形成やコミュニティ推進

になくてはならないまぎれもない本市のインフラである。役員の負担軽減や加入者

のインセンティブに予算を付けるなどの策を今、真剣に考え進めていかなければ、

取り返しがつかない事態になっていくと考えるが市長の見解を伺う。 


